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　※当時の体育館としては、関東で流行していた平屋根のモダンな作りの体育館です。

 ※写真（上）の生徒が使用しているミシンは、大正１０年創設
 　　「パイン裁縫機械製作所」の製品「パイン」。
 　 昭和１０年「蛇の目ミシン」に商標登録（国産ミシン）。
 ※この時代「ミシン」は貴重であった。 生徒は「家庭科教員試験」
 　 免除で資格をとり、各地で「家庭科教員」 として活躍した。

 ※展示（左中）のミシンは、JSW（日本製鋼所）製品の
    パイン「PINE」。（昭和４年：１４５円、昭和２３年：２３，０００円）

 ※展示（左下）の電動ブラザー
　  ミシンは、昭和４３（1968)年
    から生産された。
　
 ※写真（右）は、昭和１４年。
　  本科生（１２歳～１５歳）の
　  裁縫の授業。

向陽ミュージアム

№３「体育館模型・歴代ミシン」

＜向陽ミュージアム展示資料より＞

昭和４７年新築体育館落成の「模型」　

「ミ シ ン」

昭和１０年 大村女子職業学校アルバムより（教員養成科授業）

昭和４７年１０月 「体育館」新築落成式

「蛇の目ミシン」パンフレット


